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2015年度支部企画の募集について

わが国は，今後数十年のうちに南海トラフの地震をはじめとする大地震に見舞われることが予想されています。この来るべき地震に備えるためには，都市の耐震改修をはじめとする防災対策の促進を行い，災害に関する知識を市民と共有しておくことが有効かつ重要です。

一方，日本建築学会の活動として，これまでに蓄積した知識を広く一般市民に伝えることが求められております。そこで，2005年度より市民講座WGを設置し，震災対策技術展（横浜）に参加するとともに，各支部が主体となった講演会やパネルディスカッションを開催し，全国各地域において大きな成果を挙げております。

2015年度の災害委員会におきましても，引き続き市民に対する地震防災対策の啓発・普及を促進する企画を，各支部から募集します。これまでこのような活動が必ずしも十分ではなかった地域での企画を優先に，1～3件程度の企画を採択し，開催費用の補助だけではなく，必要があれば人的支援も併せて行うことを考えておりますので，積極的なご応募をお願い申し上げます。
なお，一般会員からも広く応募を受け付けておりまので，各支部におかれましてはお手数ですが，支部会員からの応募企画をとりまとめの上，本部宛に提出いただきますようお願いいたします。とりまとめ方法につきましては，支部に一任させていただきます。
記

【募集要項】

・各支部地域での防災力向上を目的とした，市民対象の企画を募集します。特に，各種資源不足のため通常の支部活動としての企画・実施が困難ながら，その必要性が高い企画を優先に一年に1～3件程度の企画を採択します。
・各支部会員，各支部もしくは複数支部連携の企画を申請ください。一支部から複数の企画を応募くださっても結構です。開催時期は2015年度中とし，期間は問いません。
・応募に際しては，添付の「支部企画費交付申請書」をご使用下さい。提出は郵送，ファックス，メールのいずれでも構いません。
・申請書提出期限は2015年5月13日とし，ご応募いただいた企画は災害委員会で審査の上， 2015年6月上～中旬に採否をお知らせいたします。
・企画交付金は各支部事務局または応募者に支給します。ただし，予算総額は50万円（1件あたり20万円程度を予定）であり，申請額は減額されることがあります。
【実施要件】

・主催団体名には「日本建築学会 災害委員会」を加えてください。

・実施にあたっては，建築雑誌ならびに学会ホームページに開催予告を掲載してください。

・開催終了後速やかに，活動報告書，会計報告書を本部事務局に提出してください。活動報告書の形式は自由ですが，実施した企画の具体的な内容がわかるよう写真や配布資料などを添付し，開催して良かった点や改善点，開催地域における今後の支部活動の予定等を明記してください（災害委員会ホームページにて公開します）。また，建築雑誌掲載用の要約（半ページ～1頁程度）も併せてご提出くださるようお願いいたします。
【応募連絡先】

〒108-8414 東京都港区芝5-26-20
日本建築学会事務局 研究事業G  小野寺　篤
TEL:03-3456-2057  FAX:03-3456-2058　e-mail: onodera@aij.or.jp
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